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｠ 2005年３月～９月に行われたＰＦリング直線部改造により、多数の真空チェ
ンバーが交換された。このため、チェンバーの凸凹に起因するビーム結合イン
ピーダンスが変化した可能性があり、結果としてＰＦリングで観測されていた
ビーム不安定性の様子が変わった可能性がある。改造前にＰＦリングで観測さ
れていた不安定性としては、縦方向バンチ結合不安定性（主にチェンバーの凸
凹に起因すると考えられる）と垂直方向不安定性（イオン捕獲に起因すると考
えられる）があった。直線部改造後にこれらがどう変化したのかを調べるマシ
ンスタディが進行中であり、今回はこれまでに得られたデータを紹介する。 
｠ まず縦方向バンチ結合不安定性については、幾つか特徴的な変化があった。
例えば、ボタン電極のスペクトルを観測すると、改造前に現れていた幾つかの
ピークが顕著には見られなくなった。図１に改造前後のビームスペクトルの例
を示す。これらの変化は、ダクトの交換に伴って狭帯域の結合インピーダンス
が変化したためと推測される。 
｠ また、イオン捕獲に起因すると考えられていた垂直方向不安定性については、
改造後には垂直方向でなく横方向に不安定性が現れるようになった。この不安
定性が本当にイオン捕獲によるものか、あるいは resistive wall instability の
ように他の不安定性である可能性はないのかについてのスタディを進めており、
これまでに得られた結果を紹介する。 
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 直線部改造前（2005/01/31）      改造後 (2005/12/12) 
図１｠ 直線部改造の前後でのボタン電極スペクトルの変化。縦方向不安定性に

よるピーク（周波数： ( )srrf ffff +⋅+=+ µµ ）のみを示す。ビーム電流、約 204 mA。 



 


